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令和７年度第２回袖ケ浦市社会教育委員会議 

 

１ 開催日時  令和７年７月１１日 午後３時００分開会 

 

２ 開催場所  袖ケ浦市役所会議室３－２ 

 

３ 出席委員 

委 員 小泉 憲治 委 員 和田 幸子 

委 員 大友 省三 委 員 田中 雪夫 

委 員 畠山 真一 委 員 木村 育子 

委 員 本多 清人 委 員 花澤 辰則 

委 員 稲垣 昭彦 委 員 木曽野 真紀 

委 員 小泉 康 委 員 佐々木 眞由美 

委 員 松井 恭子 委 員 西田 隆司 

委 員 佐久間 正博 

  

４ 欠席委員  なし 

 

５ 出席職員 

教育長 鴇田 道雄 生涯学習課長 長谷川 秀明 

スポーツ振興課長 大久保 治彦 中央図書館長 柏木 喜男 

郷土博物館長 
西原 崇浩 生涯学習課副課長 

（文化振興班長） 
田中 大介 

生涯学習課 
（社会教育班長） 

君塚 和枝 生涯学習課主事 亀井 翔太 

 

６ 傍聴定員と傍聴人数 

傍聴定員 ５人 

傍聴人数 ０人 

 

７ 議題 

（１）委員長、副委員長の選出について 

（２） 令和８年袖ケ浦市二十歳を祝う会実行委員の選出について 

（３）袖ケ浦市男女共同参画委員の推薦について 

（４） 令和７年度事業について 

    ・令和７年度そでがうらわんぱくクエスト 

 ・生涯学習、公民館活動、図書館、郷土博物館、スポーツ振興 

 

８ 報告・連絡 

（１）第五次袖ケ浦市子ども読書活動推進計画の策定について 
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（２）社会福祉協議会評議員の推薦について 

 （３）今後の事業の実施予定について 

    ・図書館だより 

 

９ その他 

 

１０ 議事 

議題（１）委員長、副委員長の選出について 

 長谷川生涯学習課長 : 委員長・副委員長が決定するまでは事務局で進行をさせてい

ただく。議題（１）について、立候補される方はいるか。 

  （事務局に一任の声） 

長谷川生涯学習課長 : 事務局に一任という声があったので、事務局より案を提案す

る。 

事務局君塚 : 事務局からは、委員長には、佐々木眞由美委員、副委員長には

稲垣昭彦委員及び畠山真一委員にお願いしたいと考えている。

検討をよろしくお願いしたい。 

長谷川生涯学習課長 : 事務局からの案が提示されたが、皆様いかがか。 

承認いただける方は拍手をお願いしたい。 

  （拍手） 

長谷川生涯学習課長 : 皆様の承認が得られたので、第２８期袖ケ浦市社会教育委員の

委員長には佐々木眞由美委員、副委員長には稲垣昭彦委員及び

畠山真一委員を選任することに決定したので、よろしくお願い

したい。 

委員長、副委員長は前の席に移動し、今後の議題及び報告・連

絡については、佐々木委員長に進行をお願いしたい。 

 

議題（２）令和８年袖ケ浦市二十歳を祝う会実行委員の選出について 

【資料２ページから４ページを説明】・・・・・・・・・・事務局君塚 

 佐々木委員長 : 事務局からの説明が終わったが、例年通り、地区ごとに分かれ

て決めていただきたい。 

  （各地区に分かれて話し合い） 

 佐々木委員長  協議の結果、昭和地区は田中委員、長浦地区は佐久間委員、蔵

波地区は畠山委員、根形地区は花澤委員、平川地区は西田委員

に決定した。 

 

議題（３）袖ケ浦市男女共同参画委員の推薦について 

【資料５ページから７ページを説明】・・・・・・・・・・事務局君塚 

佐々木委員長 : 事務局からの説明が終わり、候補者は男性の後任のため男性

で、８月の会議に出席が可能で、市民協働の各審議会の構成員
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以外の方という話があった。その中で、どなたか参加できる方

はいるか。 

  （本多委員より引き受ける発言有） 

佐々木委員長  それでは、本多委員でお願いしたい。 

 

議題（４）令和７年度事業について 

・令和７年度そでがうらわんぱくクエスト【資料８ページを説明】・・・事務局君塚 

佐々木委員長 : 事務局からの説明が終わったが、質疑等あるか。 

佐久間委員 : 安全管理のところ、WBGT指数３１以上の場合は屋外活動を控え

るとあるが、多分、指数３１は超えてくるのではないか。 

長谷川生涯学習課長 : 日中はこの指数を超えてしまう可能性が高いので、なるべく朝

と夕方の涼しい時間に移動をするようにして、日中は体験活動

等をするような形で計画を立てている。アイシングは職員が巡

回する予定としている。今年からは位置情報アプリを活用し、

参加者がどこに向かっているのか本部で把握できるよう対応

する。 

小泉(憲)委員 : ここ数年、４月になると猛暑と言われ、この時期は毎日暑い日

が続いている。開催時期については何か検討されているか。 

近年は夏の活動にだいぶ注意を払われており、熱中症対策によ

り、いろいろな事業が時期をずらすなど考えられているが、わ

んぱくクエストはいかがか。 

長谷川生涯学習課長 : 開催時期については、９月以降の３連休などを検討したが、翌

日に学校があると教職員にも子ども達にも負担がかかること

から難しいところである。１泊２日では、非日常的な体験をし

て、乗り越え、自分たちをアップデートしていくという目的達

成が難しいと考え、今回は今まで通りの時期に実施させていた

だく形としている。 

  

   ・各事業について【資料１０ページから３２ページを説明】 

    ・生涯学習課事業（社会教育班分） ・・・・・・・・・・ 事務局君塚 

    ・生涯学習課事業（文化振興班分） ・・・ 田中副課長(文化振興班長) 

    ・市民会館・公民館事業 ・・・・・・・・・・・・・・・ 事務局君塚 

    ・郷土博物館事業 ・・・・・・・・・・・・・・・ 西原郷土博物館長 

    ・図書館事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 柏木中央図書館長 

      ・スポーツ振興課事業 ・・・・・・・・・・ 大久保スポーツ振興課長 

佐々木委員長 : 事務局からの説明が終わったが、質疑等あるか。 

小泉(康)委員 : １１ページのアドバイザーバンクの現状を知りたい。どういう

ＰＲして、どれくらいのことが行われたのか。 

同ページの施設管理事業は、どれくらいの館があるのか。 

１２ページの放課後子供教室推進事業では、学童との関係がど

のようになっているか。行っていない学校もあるが、それにつ
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いてはどう考えているか。 

事 務 局 亀 井 : アドバイザーバンクについて、現在ホームページと各公民館に

チラシとポスターにてＰＲしている。利用申込みは、昨年度は

１件で、今年度は、学校や市民一般から４件ほど問い合わせが

きている。 

事務局君塚 : 施設管理事業の内容は、地区会館の管理になるが、市が全部管

理している訳ではなく、対象は高須会館と蔵波会館の２つであ

り、各地区を指定管理者としている。その中で高須会館は、移

管に向けて地区の方と話し合いを進めている状況である。 

  放課後子供教室については、現在の実施は３校だが、必要性や

地域の状況を踏まえて、増やすことを検討していく方向であ

る。安全面で、コーディネーター等のスタッフが不足している

ことが課題となっている。そのような状況により、一気に全校

で実施することができない状況である。 

学童と連携しているところもあり、その地域は参加者が多くな

っている。 

小泉(康)委員 : 市の教育委員会が放課後子供教室をやるなら、３校ではなく全

部の学校で平等にやるべきではないのか。 

鴇田教育長 : 学童保育と放課後子供教室は全く目的が違う。学童は放課後保

育を中心にしている。放課後子ども教室は地域の子ども達の遊

びを通した交流活動を推進して地域作りしていくものである。

これを市内全域に広げていくかどうか、それだけのニーズがあ

るのか、調査しながら今のところ昭和地区から始め、長浦、根

形の３地域に拡大してきた段階である。最終的に、これを拡大

していく必要性があるのか、現在は検討を進めている。 

小泉(康)委員 : 地区会館の高須と蔵波、これは特別な施設なのか。 

稲垣副委員長 : 企業庁の埋め立てがあった時、漁業補償の関係で補助金が交付

され、区が補助金を受け取ることができなかったため、市の教

育委員会が受け取り、蔵波、久保田、奈良輪、高須に地区会館

を建設した。実質的には自治会館のような使い方だが、所管が

教育委員会のため、地区会館の維持管理を行っている。教育委

員会としては、早く地区に返したい考えで、久保田会館、奈良

輪会館は、順次移管を完了している。高須会館も現在、調整中

である。 

畠 山 委 員 : ２２ページの長浦おかのうえ図書館運営事業費で、今年につい

ては、キュービクル７２０万予算計上とあるが、キュービクル

というのは充電設備の更新工事ということでよいか。 

柏木中央図書館長 : 耐用年数１５年らしいが、既に２７年使用しており、耐用年数

過ぎても壊れるまで使用してきたが、そろそろ対応しなければ
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ということで、今回キュービクルの更新することになった。 

佐々木委員長 : ２９ページの地域運動部活動推進事業について、陸上・野球・

剣道の３種目の実施とあるが、これは中学校の部活動に加入し

ている子ども達がその競技で募るということなのか、また、違

う募集をするのか。 

大久保スポーツ振興課長 : この３種目は地域展開をするための受け皿として試行的に試

しているクラブチームである。中学校の部活は引き続き部活と

して存在し、それとは別に希望者を募っていくものとなる。 

小泉(康)委員 : 公民館関係について、どこの公民館も６０歳以上の男女が参加 

できる「ふれあい教室」があると思うが、良い内容の講座を自

分で選んで参加できるようにならないか。また、単発で参加可

能なのかなど、年間の内容や参加募集形態など情報を公開して

欲しいと思うがいかがか。 

事務局君塚 : 基本的に「ふれあい教室」は回数を設定して参加者の交流を目

的としているところがあるので、現在この講座のみ参加という

形では実施していない。今回、ご意見として公民館の方にお伝

えしたい。 

小泉(康)委員 : スポーツ振興について目的・方針が掲載されていない。臨海ス

ポーツセンターの今後の方針も出ていない。 

鴇田教育長 : 現在、スポーツというのは昔と違って、様々な面から要素を求

められている。今後、市全体の組織編成の中で、スポーツの要

素ごとに、組織編成を変えていく検討が進められている。 

臨海スポーツセンターについても検討が進められており、今年

度末に方向性が公表されていく予定である。 

スポーツ振興の経営方針について、本日の会議資料の内容は

「袖ケ浦の教育」の抜粋なので、全体像が見えていないと思う

が、大元の方針はスポーツオペレーション環境の充実を推進し

ますと記載している。冊子の「袖ケ浦の教育」で、本市がスポ

ーツをどう捉えているか明確になると思うので、冊子でその構

成を確認していただきたい。 

木曽野委員 : 図書館について、おかのうえ図書館の持ち出しカウンター前が

雨漏れするが、補修予定はあるのか。 

柏木中央図書館長 : 耐用年数が経過しているので、補修については毎年予算計上し

ているが、そのような施設がたくさんあるため、優先順位をつ

けて徐々に対応している。もう少しお待ちいただきたい。 

佐々木委員長 : 質疑が終了した。承認いただける方は挙手をお願いしたい。 

（挙手確認） 

全員賛成ということで承認決定とする。 
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報告・連絡（１）第五次袖ケ浦市子ども読書活動推進計画の策定について 

    【資料３３ページから３７ページを説明】・・・・・・・・事務局亀井 

佐々木委員長 : 説明が終わったが、質疑等あるか。 

木曽野委員 : 第四次計画の時はどんな計画だったのか、キーワードを教えて

ほしい。 

小泉(康)委員 : バリアフリーや子どものためのブックトークなど、かなり分厚

い資料がある。 

佐々木委員長 : 第四次子ども読書活動推進計画という資料を見る方法はある

か。 

佐久間委員 : 資料は膨大だが、ホームページにも掲載されており、冊子もあ

る。 

事務局亀井 : 第四次子ども読書活動推進計画の具体的な取組については、基

本方針を３つ立てており、読書に親しむ機会の抽出、読書環境

の整備、啓発活動ということで、１つ目は公民館講座で読み聞

かせのイベントを行うなど、２つ目は外国語資料等の展示、い

ろいろな方に向けてのバリアフリーなど、３つ目はホームペー

ジの活用や、学校では図書館だよりを通して啓発を行っていく

ことなどが記載されている。詳しくは、冊子やホームページで

ご覧いただきたい。 

 

報告・連絡（２）社会福祉協議会評議員の推薦について 

    【資料３８ページを説明】・・・・・・・・・・・・・・・事務局君塚 

佐々木委員長 : 質疑等あるか。 

 :  質疑なし 
 

報告・連絡（３）今後の事業の実施予定について【別紙により説明】 
 

    ・図書館だより ・・・・・・・・・・・・・・・・・柏木中央図書館長 

佐々木委員長 : 質疑等あるか。 

 :  質疑なし 

 

小泉(康)委員 : 公民館を交流センターという形に変え、１年が経過した。そこ

で、良かった点、悪かった点、変わっていない点等を検証する

必要があると思う。次回の会議辺りで詳細データを報告してい

ただきたい。 

 

１１ その他 
 

木 村 委 員 : ８月１０日に音楽協会定期演奏会ビバ！コーラス合唱が行わ

れる。６団体参加して、皆さんが幼い頃に馴染んできた歌をた

っぷり聞かせる。是非、ご堪能いただきたい。 



- 7 - 

稲垣副委員長 : 文化協会から創立５０周年イベントとして、加藤登紀子さんの

コンサートが行われる。ご本人は６０周年記念で８０歳を迎え

て全国ツアーを行っている。是非、チケットお買い求めのうえ

ご来場いただきたい。発売は８月３日なのでよろしくお願いし

たい。 

 

午後５時００分閉会 



令和７年度第２回  

社 会 教 育 委 員 会 議 
 

 

                   日 時  令和７年７月１１日（金） 

                        午後３時００分～ 

                   場 所  袖ケ浦市役所会議室３－２ 

 

 

次        第 

 

 １ 開会のことば 

 

 ２ 委嘱状交付 

 

 ３ 教育長あいさつ 

 

 ４ 自己紹介 

 

 ５ 社会教育委員について 

 

 ６ 議 題 

  （１）委員長、副委員長の選出について 

（２）令和８年袖ケ浦市二十歳を祝う会実行委員の選出について 

（３）袖ケ浦市男女共同参画委員の推薦について 

（４）令和７年度事業について 

    ・令和７年度そでがうらわんぱくクエスト 

    ・生涯学習、公民館活動、図書館、郷土博物館、スポーツ振興 

 

７ 報告・連絡 

   （１）第五次袖ケ浦市子ども読書活動推進計画の策定について 

（２）社会福祉協議会評議員の推薦について 

   （３）今後の事業の実施予定について 

      ・図書館だより 

   

 ８ その他 

    

 ９ 閉会のことば 



第２８期袖ケ浦市社会教育委員名簿

№  氏      名 性別 選　　出　　区　　分 備考 地区

1 小泉
こいずみ

　憲
けん

治
じ

男 学校教育（袖ケ浦市小中学校長会） ２期目 長

2 和田
わ だ

　幸子
さ ち こ

女 学校教育（袖ケ浦市学校司書） １期目 昭

3 大友
おおとも

　省三
しょうぞう

男 社会教育（袖ケ浦市少年野球連盟） １期目 長

4 田中
た な か

　雪夫
ゆ き お

男 社会教育（袖ケ浦市子ども会育成会連絡協議会） １０期目 昭

5 畠山
はたけやま

　真一
しんいち

男 社会教育（袖ケ浦市スポーツ協会） ３期目 蔵

6 木村
き む ら

　育子
い く こ

女 社会教育（袖ケ浦市音楽協会） ８期目 昭

7 本多
ほ ん だ

　清人
きよひと

男 社会教育（青少年相談員連絡協議会） ２期目 長

8 花
はな

澤
ざわ

　辰則
たつのり

男 社会教育（袖ケ浦市ＰＴＡ連絡協議会） ２期目 根

9 稲垣
いながき

　昭彦
あきひこ
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長

　委員任期　　　令和７年７月　１日から令和９年６月３０日



○袖ケ浦市社会教育委員に関する条例 

第１条 社会教育法（昭和２４年法律第２０７号）第１５条第１項の規定によ

り、袖ケ浦市社会教育委員（以下「委員」という。）を置く。 

２ 委員は、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を

行う者並びに学識経験のある者の中から、袖ケ浦市教育委員会が委嘱する。 

３ 委員の定数は、１５人以内とする。 

 

第２条 委員の任期は２年とし、委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任

者の残任期間とする。 

 

第３条 袖ケ浦市教育委員会は、特別の事情がある場合には、委員の任期中で

も委嘱を解くことができる。 

 

第４条 委員がその職務を行うために要する費用は、これを弁償する。 

２ 前項の費用弁償については旅費とみなし、袖ケ浦市特別職の職員で非常勤

のものの報酬及び費用弁償に関する条例（昭和４６年条例第２６号）の例に

よって支給するものとする。 

 

第５条 この条例に定めるもののほか、委員の会議その他運営に関し、必要な

事項は規則で定める。 

 



○袖ケ浦市社会教育委員会議運営規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、法令並びに袖ケ浦市社会教育委員に関する条例（昭和４

６年条例第７３号）第５条の規定により社会教育委員会議の運営について定

めるものとする。 

 

（委員長及び副委員長） 

第２条 社会教育委員（以下「委員」という。）の会議には、委員の互選によ

る委員長及び副委員長を置くものとする。 

 

第３条 委員長及び副委員長の任期は、２年とする。ただし、再選されること

ができる。 

 

第４条 委員長は、委員の会議を主宰する。 

 

第５条 副委員長は、委員長を助け、委員長に事故があるとき又は委員長が欠

けたときは、その職務を行う。 

 

（会議の招集） 

第６条 委員の会議は、委員長が招集する。 

 

第７条 会議開催の場所及び日時は、会議に付議すべき事件とともに委員長が

あらかじめ、これを通知しなければならない。 

 

第８条 招集は、開会の日前３日までにこれを通知しなければならない。ただ

し、急を要する場合は、この限りでない。 

 

 



（会議） 

第９条 委員の会議は、委員の３分の２以上の出席がなければ開くことができ

ない。 

２ 委員の会議の議決は、出席者の過半数できめる。 

 

（定例会及び臨時会） 

第１０条 委員の会議は、定例会及び臨時会とする。 

 

第１１条 定例会は、年２回以上これを招集しなければならない。 

 

第１２条 臨時会は必要がある場合において、その事件に限りこれを招集する。 

 

第１３条 会議招集の通知後に急を要する事件があるときは、第８条及び前条

の規定にかかわらず、直ちにこれを会議に付議することができる。 

 

（説明、資料の要求） 

第１４条 委員は、会議において関係職員に対し説明又は資料の提出を求める

ことができる。 

 

（関係職員の出席） 

第１５条 関係職員は、会議に出席して意見を述べることができる。 

 

（補則） 

第１６条 この規則に定めるもののほか、委員の会議に必要な事項は、別にこ

れを定める。 

 

（会議の庶務） 

第１７条 委員の会議に関する庶務は、教育委員会生涯学習課で行う。 



君津地方社会教育委員連絡協議会規約 

 

（名称） 

第１条 本会は、君津地方社会教育委員連絡協議会と称し、事務局を会長選出市の

教育委員会における社会教育委員会議担当課に置く。 

 

（目的） 

第２条 本会は、社会教育法（昭和24年法律第207号）の精神に則り、君津地方の社

会教育委員相互の連携を図り、もって君津地方の社会教育の振興に寄与すること

を目的とする。 

 

（事業） 

第３条 本会は、前条の目的を達成するために次に掲げる事項を行う。 

(１) 研修、講演会等の実施及び奨励 

(２) 情報交換及び調査研究 

(３) 君津地方社会教育推進大会の実施 

(４) 君津地方社会教育委員連絡協議会表彰の実施 

(５) 前各号に掲げるもののほか、前条の目的達成に必要な事項 

 

（組織） 

第４条 本会は、君津地方各市の社会教育委員をもって構成する。 

 

（理事） 

第５条 本会に、各市会員の代表として、理事を置く。 

２ 理事は本会の運営にあたる。  

３ 理事の定数は、木更津市４名、君津市３名、富津市３名及び袖ケ浦市３名とす

る。 

 

（役員） 

第６条 本会に会長１名、副会長３名及び監事２名を置く。 

 

（役員の選出） 

第７条 会長、副会長は理事の互選とし、監事は理事以外の会員から選出し、総会

の承認を得るものとする。 

 

（役員の任期） 

第８条 役員の任期は２年とし、再任は妨げない。 

２ 役員に欠員を生じた場合は、理事会において選出し、直近の総会にて承認を得



るものとする。この場合において、補欠役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（役員の任務） 

第９条 会長は、本会を代表し、会議を主宰する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代行する。 

３ 監事は、会務及び会計を監査する。 

 

（顧問） 

第10条 本会に顧問を置くことができる。 

２ 顧問は、正副会長会議の議決をもって会長が委嘱し、本会の相談に応じ意見を

述べるものとする。 

３ 顧問の委嘱期間は、委嘱した会長の任期満了までの間とし、再任は妨げない。 

 

（参与） 

第11条 本会に参与を置くことができる。 

２ 参与は、各市社会教育委員担当課長をもって充てる。 

３ 参与は、会議に出席し、本会の運営に助言することができる。 

 

（会議） 

第12条 本会の会議は総会、正副会長会議又は理事会とし、会長が招集する。 

 

（総会） 

第13条 総会は年１回とし、議決事項は次に掲げるものとする。 

(１) 予算、決算に関する事項 

(２) 役員の承認 

(３) 事業の計画及び報告 

(４) 規約の改正に関すること。 

２ 総会の議長は、会長が務めるものとする。 

３ 総会は、会員の過半数の出席をもって成立する。 

４ 会員は、総会に出席できない場合は委任状（別記様式）を提出するものとする。 

５ 前項に定める委任状は、出席会員数に数える。 

６ 総会の議事は、委任状による出席者を含まない出席会員の過半数の賛成によっ

て決し、可否同数の場合は議長の決するところによる。ただし、規約の改正につ

いては、委任状による出席者を含まない出席会員の３分の２以上の賛成をもって

決する。 

７ 議事録は事務局が作成し、議長は議事録署名人を１名指名する。 

８ 臨時総会は、会長が必要と認めるとき、又は理事会の３分の１以上の要求があ

るときは、その件に限り招集することができる。 



（正副会長会議） 

第14条 正副会長会議は、次に掲げる事項を議決する。 

(１) 事業の実施、予算の執行等に関することで重要なもの 

(２) 君津地方社会教育推進大会の開催に関することで重要なもの 

(３) 君津地方社会教育委員連絡協議会表彰者に関すること。 

(４) 顧問の選出 

(５) 前各号に掲げるもののほか、本会の運営において重要な事項 

２ 正副会長会議は、正副会長の４分の３以上の出席により成立する。 

３ 正副会長会議の議長は、会長がこれにあたる。 

４ 正副会長会議の議決は、出席者の過半数によって決し、可否同数の場合は、議

長の決するところによる。 

 

（理事会） 

第15条 理事会は、次に掲げる事項を議決する。 

(１) 役員の選出に関すること。 

(２) 総会の開催及び付議事項に関すること。 

(３) 臨時総会の開催及び付議事項に関すること。 

(４) 前各号に掲げるもののほか、正副会長会議において、理事会の議決が必要

であると認められる事項に関すること。 

２ 理事会は、理事によって構成し、その過半数の出席により成立する。 

３ 理事会の議長は、会長がこれにあたる。 

４ 理事会の議決は、監事を除く出席理事の過半数の賛成によって決し、可否同数

の場合は、議長の決するところによる。 

 

（会議の通知） 

第16条 会議開催の場合は、日時及び議題を付し、会長があらかじめ通知する。た

だし、急を要する場合は、議題を追加することができる。 

 

（経費） 

第17条 本会の経費は、各市負担金、寄付金その他の収入をもって充てる。 

 

（会計年度） 

第18条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。 

 

附 則  

 （施行期日） 

この規約は、昭和26年７月８日より施行する。 

      昭和30年８月９日 



      昭和32年６月12日 

      昭和46年７月13日 

      昭和49年６月４日 

      昭和53年１月25日 

      平成３年５月９日 

      平成８年５月10日 

      平成16年５月12日 

      平成21年１月29日 

      令和２年６月26日 

      令和５年５月27日 

 

別記様式（第13条関係） 

 
 

 

 

 

（別記様式） 

 

令和  年  月  日 

 

委任状 

 

 

 君津地方社会教育委員連絡協議会長 様 

 

                    所属       市社会教育委員 

 

                    氏名              

 

 

 私は都合により、令和 年度君津地方社会教育委員連絡協議会総会に出席できな

いため、議決権を下記代理人に委任します。 

 なお、代理人が空欄の場合は、議長に一任したものとします。 

 

記 

 

（代理人） 所属       市社会教育委員 

 

       氏名              




















































































